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編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編

え
〜
相
変
わ
ら
ず
の
と
こ
ろ
で
の
お
付
き
合
い
を

願
い
ま
す
が
、
自
治
労
は
現
業
ア
ピ
ー
ル
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
動
画
「
あ
り
っ
た
け
の
現
場
力
」
の

第
3
弾
を
作
成
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
給
食
調
理

員
、
学
校
用
務
員
に
続
き
、
今
回
は
日
本
を
代
表

す
る
観
光
地
・
京
都
の
清
掃
職
員
が
登
場
。
公
開

は
12
月
予
定
。
乞
う
ご
期
待
！

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

京
都
市
は
、
ご
み
を
減
ら

し
、
環
境
を
大
切
に
し
た
ま
ち

と
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

参
画
す
る
「
京
都
市
ご
み
減
量

推
進
会
議
」を
設
立
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
言
葉
が
推
さ
れ
る
前
か

ら
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け

て
ま
ち
全
体
で
取
り
組
み
、

ピ
ー
ク
時
か
ら
の
ご
み
半
減
を

達
成
し
た
。
こ
の
実
現
に
は
、

市
と
住
民
の
思
い
を
実
行
す
る

清
掃
職
員
の
熱
意
が
欠
か
せ
な

い
。「
現
場
力
」
を
伝
え
る
た

め
そ
の
背
中
を
追
い
か
け
る
。

撮
影
班
は
ヘ
ロ
ヘ
ロ

清
掃
職
員
の
仕
事
は
ハ
ー
ド

だ
。
パ
ッ
カ
ー
車
に
乗
っ
て
、

一
日
何
度
も
観
光
客
で
溢
れ
た

大
通
り
や
古
都
の
狭
路
の
ご
み

を
収
集
す
る
。
啓
発
活
動
の
た

め
に
、
小
学
校
で
環
境
教
育
授

業
を
行
い
、
着
ぐ
る
み
に
入
っ

て
保
育
園
児
と
「
こ
ご
み
ダ
ン

ス
」を
踊
る
。寺
院
等
の
広
場
で

住
民
が
持
ち
込
む
資
源
物
を
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の

出
し
方
の
相
談
に
対
応
す
る
。

時
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

ふ
れ
あ
い
収
集
（
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
個
別
収
集
）
の
打

ち
合
わ
せ
を
す
る
。
訪
問
先

で
、
住
民
の
命
を
救
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
祇
園
祭
で
は
、
分
別

回
収
と
散
乱
ご
み
の
収
集
活
動

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
。
災
害
発
生
時
に
は
、
災

害
廃
棄
物
の
処
理
を
す
る
た
め

全
国
の
被
災
地
に
向
か
う
。
撮

影
班
は
、
必
死
に
付
い
て
行
か

な
い
と
置
い
て
行
か
れ
る
。

清
掃
職
員
カ
ッ
コ
イ
イ
！

懸
命
に
働
く
清
掃
職
員
の
姿

を
見
る
と
、
正
し
く
ご
み
を
出

そ
う
と
心
が
け
る
よ
う
に
な
る
。

俺
じ
ゃ
な
き
ゃ
見
逃
し
ち
ゃ
う

ね
、
と
家
族
の
ご
み
の
出
し
方

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
指
導
す

る
。
地
域
住
民
に
、
あ
り
の
ま

ま
の
現
業
の
仕
事
と
思
い
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
何
よ

り
も
心
に
響
く
啓
発
と
な
り
、

そ
の
必
要
性
が
理
解
さ

れ
る
は
ず
だ
。
京
都
市

全
面
協
力
の
も
と
、
清

掃
職
員
の
業
務
を
撮
影

し
た
「
あ
り
っ
た
け
の

現
場
力
清
掃
編
」
を
ぜ

ひ
見
て
欲
し
い
。
清
掃

職
員
も
カ
ッ
コ
イ
イ
。

（上）ごみ収集業務を撮影中。追いかけただけで筋肉
痛。（下）自治労京都市職員労働組合清掃支部中川純さ
んへのインタビュー。自治労フェイスブックのごみ収
集現場の動画は46万回再生を超え、清掃職員への感謝
のコメントが多く寄せらている（右記QRコードより）

YouTube
公開中総

務
省
が
設
置
し
た
、
地
方

公
務
員
の
給
与
や
働
き
方
を
議

論
す
る
検
討
会
の
初
会
合
が
10

月
17
日
、
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
検
討
会
は
労
働
経
済
学

や
行
政
学
、
自
治
体
の
代
表
者

ら
18
人
の
委
員
で
構
成
。
自
治

労
か
ら
は
林
鉄
兵
総
合
労
働
局

長
が
参
加
し
て
い
る
（
写
真
）。

人
口
減
少
や
若
者
の
流
出
で

自
治
体
職
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
化
す
る
中
、
人
材
確
保
の

た
め
の
処
遇
改
善
策
を
検
討
。

デ
ジ
タ
ル
化
等
を
踏
ま
え
た
働

き
方
改
革
な
ど
も
議
論
す
る
。

2
〜
3
カ
月
に
1
回
程
度
開
催

し
、
2
0
2
5
年
度
末
を
め
ど

に
取
り
ま
と
め
る
予
定
。

検
討
会
の
も
と
に
は
3
つ
の

分
科
会
が
設
置
さ
れ
、
林
局
長

は
給
与
制
度
分
科
会
に
参
加
。

賃
金
決
定
に
お
け
る
自
治
体
の

自
己
決
定
権
の
拡
充
を
主
張
し

て
い
く
。

ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
始
め
と
し
た
各
種
調

査
結
果
な
ど
を
活
用

し
、
職
場
実
態
を
反
映

し
た
議
論
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

自
治
労
か
ら
林
総
合
局
長
が
参
加

林 鉄兵
総合労働局長

用務

給食

自治労は10月27～28日、全国情宣セミナー
（初級編）を開催した。内容は、「パワーポイン
トでビラづくり」と「Wordで作る新聞」の
2講座。実技を中心とした講座をオンライン
のみで開催するのは初めての試み。パワーポ
イントとWordという、広く普及しているソ
フトでビラや新聞を作る技術を気軽に学ぶ機
会を作ることで、情宣活動の活性化を狙う。

完全オンラインで実技講習
2月にも同内容で開講予定

情 宣
セミナー

10
月
20
日
か
ら
臨
時
国
会
が
開
会
し
、
参

議
院
は
10
月
31
日
〜
11
月
1
日
の
予
算
委
員

会
か
ら
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
国
会
で
は
特
に
重
要
な
給
与

関
係
5
法
案
を
含
め
、
政
府
提
出

法
案
は
10
本
で
す
。
減
税
策
を
含

む
経
済
対
策
、
補
正
予
算
の
ほ

か
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
問
題
、

旧
統
一
教
会
の
被
害
者
救
済
な
ど

通
常
国
会
の
積
み
残
し
課
題
等
が

論
点
で
す
。

岸
田
総
理
は
、
税
収
増
を
所
得

税
な
ど
の
減
税
で
国
民
に
「
還

元
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
物
価
高
騰
な
ど
へ
の
緊
急
対

策
で
あ
る
な
ら
、
即
効
性
の
あ
る
給
付
金
で

対
応
す
べ
き
で
す
。
支
持
率
が
低
迷
す
る
中

で
、
必
死
に
増
税
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
消
そ
う

と
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え

ま
す
。

岸
田
総
理
の
「
国
民
に
寄
り
添

わ
な
い
政
治
」
の
中
で
も
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
は
、
懸
命
に

人
々
の
命
と
健
康
を
支
え
て
き
ま

し
た
。立
憲
民
主
党
は
、公
共
サ
ー

ビ
ス
の
位
置
づ
け
を
強
化
し
拡
充

さ
せ
る
こ
と
を
、
岸
田
政
治
に
対

置
し
て
い
き
ま
す
。

自
治
労
は
岸
ま
き
こ
さ
ん
を
次

期
参
院
選
に
擁
立
し
ま
す
。
岸
さ

ん
は
自
治
労
の
組
織
内
議
員
と
し

て
だ
け
で
な
く
「
立
憲
の
岸
ま
き

こ
」
と
し
て
も
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
岸
さ

ん
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
私

も
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

声声声声声声声声声声声声をををををををををををを届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるる 心心心心心心心心心心心心ををををををををををををつつつつつつつつつつつつななななななななななななぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
オンラインの情宣セミナーは、2月にも同じ
内容で開講する予定。実践にすぐ使えるよ
う、新規採用者への加入呼びかけをテーマに
ビラ・新聞を作成する。
日程：2月16日（金）13：00～17日（土）13：00
内容：「Wordで作る新聞」

「パワーポイントでビラづくり」

真打ち
登場

QRコードから講座を視聴できます

総
務
省
・
地
方
公
務
員
の
あ
り
方
検
討
会

組織内
国会議員の
活動報告

鬼木まこと 参議院議員（比例代表）に聞く

公共サービス拡充のため
『立憲の岸まきこ』周知に全力

ご意見
フォーム自治労HP

撮
影
中

・・・・2023年11月15日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2355号（１）



自
治
労
は
10
月
31
日
、
2
0
2
4
年
度
診
療
報
酬
改
定
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ

た
。
自
治
労
か
ら
は
山
﨑
幸
治
副
委
員
長
ら
6
人
が
出
席
し
、
厚
生
労
働
省
か

ら
は
伊
原
和
人
保
険
局
長
が
対
応
し
た
。

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
・
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
の
ト

リ
プ
ル
改
定
と
な
る
2
0
2
4

年
に
む
け
て
、
超
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
た
人
員
確
保
、
医

療
・
介
護
の
多
職
種
連
携
等
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
2
年

の
医
療
機
関
の
経
営
や
医
療
政

策
を
左
右
す
る
重
要
な
議
論
が

正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。

診
療
報
酬
改
定
に
対
し
て

は
、
日
本
医
師
会
、
看
護
協
会

な
ど
医
療
関
係
団
体
が
厚
生
労

働
省
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出

す
る
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
自

治
労
は
公
的
病
院
で
働
く
医
療

労
働
者
の
声
を
直
接
国
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
組
織
だ
。

公
的
病
院
の
経
営
安
定
化
、

必
要
な
人
員
確
保
と
処
遇
改
善

に
つ
な
が
る
改
定
と
な
る
よ

う
、
自
治
労
は
厚
生
労
働
省
に

対
し
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
冒

頭
、
山
﨑
副
委
員
長
が
「
地
域

医
療
の
確
保
と
、
医
療
機
関
で

働
く
す
べ
て
の
職
員
の
処
遇
改

善
に
む
け
、
2
0
2
4
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
予
算
確
保
に
尽

力
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
平
山
春
樹
衛
生
医

療
局
長
が
、
具
体
的
な
要
請
項

目
（
左
記
）
を
説
明
し
た
。

小
森
晃
衛
生
医
療
評
議
会
議

長（
和
歌
山
・
公
立
紀
南
病
院
労

組
）は
、「
2
0
2
2
年
10
月
に

新
設
さ
れ
た
看
護
職
員
処
遇
改

善
評
価
料
は
、
同
一
医
療
機
関

で
も
施
設
基
準
を
満
た
せ
な
け

れ
ば
、
処
遇
改
善
の
対
象
か
ら

外
れ
る
場
合
が
あ
る
。ま
た
、薬

剤
師
等
一
部
の
職
種
が
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
。

す
べ
て
の
病
院
・
職
種
の
処
遇

改
善
を
求
め
る
」
と
述
べ
た
。

小
森
議
長
の
訴
え
た
現
場
の

医
療
労
働
者
の
声
を
受
け
て
伊

原
保
険
局
長
は
、「
要
請
書
の

課
題
は
、
現
場
・
国
に
共
通
す

る
も
の
だ
。
物
価
高
騰
や
30
年

ぶ
り
の
賃
上
げ
に
ど
う
応
え
て

い
く
か
が
今
改
定
の
最
大
の

テ
ー
マ
。
今
年
の
春
闘
で
は
賃

上
げ
率
が
平
均
3
・
58
％
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
医
療
業

界
は
1
・
9
％
の
賃
上
げ
に
留

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
賃
上
げ
の

流
れ
に
乗
る
た
め
に
は
、
ど
れ

だ
け
財
源
を
確
保
で
き
る
か
が

最
も
重
要
だ
。
改
定
率
が
上
が

る
こ
と
で
幅
広
い
医
療
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
」
と

応
え
た
。

最
後
に
平
山
衛
生
医
療
局
長

が
、
地
域
医
療
を
懸
命
に
支
え

る
医
療
労
働
者
の
た
め
の
プ
ラ

ス
改
定
を
重
ね
て
求
め
た
。

プ
ラ
ス
改
定
で
す
べ
て
の

医
療
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

医療労働者の賃上げにつながるプラス改
定とすべての医療機関を看護職員処遇改
善評価料の対象とするよう求める小森衛
生医療評議会議長（写真右端）。
要請に応える伊原保険局長（右）

＜2024診療報酬改定要請 重点課題＞
① 物価高騰や賃金の動向を踏まえた財源の確保
② 新興感染症への診療行為に対する適正評価
③ 看護職員処遇改善評価料の施設基準の緩和と対象職
種の制限撤廃

④ 看護職員の配置基準の見直し
⑤ 看護師の夜勤回数の月8回・64時間以内への改善
など

⑥ 病棟薬剤業務実施加算の算定基準緩和と更なる評価

自
治
労
は
10
月
26
日
、自
治
体
確
定
闘
争
に
む
け
総
務
省

交
渉
を
実
施
し
た
。自
治
労
か
ら
は
伊
藤
功
書
記
長
ら
が
、

総
務
省
か
ら
は
小
池
信
之
公
務
員
部
長
ら
が
出
席
し
た
。

交
渉
で
は
、
①
給
与
決
定
に

関
す
る
国
の
関
与
②
地
域
手
当

の
見
直
し
と
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
比
較
の
あ
り
方
③
安
定
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
人
員
確
保
④
人
事
委
員
会
・

首
長
に
よ
る
労
働
基
準
監
督
機

関
と
し
て
の
責
務
に
つ
い
て
⑤

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
、
自
治
体
に
お
け
る
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
の
5
点
に

つ
い
て
国
の
考
え
を
質
し
た
。

小
池
公
務
員
部
長
は
、「
地

方
公
務
員
の
給
与
は
、
条
例
で

定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各

地
方
公
共
団
体
が
適
切
に
給
与

を
決
定
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

必
要
な
助
言
を
行
う
。
地
域
手

当
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
と
連

携
し
、
関
係
団
体
の
意
見
や
地

方
独
自
の
課
題
等
を
踏
ま
え
級

地
区
分
設
定
の
広
域
化
な
ど
大

括
り
な
調
整
方
法
へ
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。
人
材
育

成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
が
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
人
件
費
を
含
め
た

必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め

る
。
ま
た
、
定
年
引
上
げ
期
間

中
も
新
採
職
員
の
継
続
的
確
保

が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
方
を

各
団
体
に
通
知
し
た
。
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
期
末
手
当
等

の
支
給
に
必
要
な
財
源
は
確
保

し
て
い
る
。
勤
勉
手
当
の
経
費

に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団

体
へ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

勤
勉
手
当
の
支
給
が
給
料
や
期

末
手
当
の
抑
制
に
影
響
し
な
い

よ
う
適
切
な
対
応
を
促
し
て
い

く
」
と
回
答
し
た
。

最
後
に
伊
藤
書
記
長
が
労
使

交
渉
の
内
容
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
自
治
体
の
給
与
決
定
に

影
響
を
及
ぼ
す
特
別
交
付
税
の

減
額
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
を

再
度
強
く
求
め
た
。

2023
確定闘争

自
治
体
確
定
闘
争
の
推
進
に
む
け

総
務
省
公
務
員
部
長
交
渉
を
実
施

2024年度
診療報酬改定

地域発
埼
玉
県
本
部

会計年度任用職員の勤勉手当支給で
推薦議員と学習会開く

埼玉県本部は9月14日、さい
たま共済会館で「会計年度任用
職員への勤勉手当支給にともな
う議会対策の学習会」を、埼玉
県地方自治研究センターと共催
で開催した。
学習会は、県本部の推薦議員
を中心に呼びかけ、当日はＷＥ
Ｂ参加を含め、33人の自治体議
員が参加した。埼玉県本部の前
原朝子委員長は、「この学習会
を、推薦議員との連携を強め各
自治体での政策を前進させる機
会としていきたい」とあいさ
つ。「今後の関係強化にもしっ
かりと取り組んでいきたい」と
した。
学習会は、自治労本部の森本
正宏前総合労働局長を講師と

し、2024年度から支給可能とな
る会計年度任用職員の勤勉手当
にかかわる議会対策をテーマに
行われた。会計年度任用職員制
度全般にかかわる質問も多く出
され、制度やその運用について
の意見交換も活発に行われた。
参加した議員からは、「こうし
た学習会を定例的に行って欲し
い」という声も聞かれた。
（自治労さいたま10月10日号よ
り／後日取材により以下、編集
部により追記）
この学習会がきっかけとな
り、さいたま市議会では、「立
憲民主・無所属の会さいたま市
議団」が会派で学習会を開催す
るなど、取り組みが進んでい
る。

競
輪
・
競
馬
・
オ
ー
ト
レ
ー
ス
に
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
。
こ
れ
は
世
界
に
類
を
見
な
い
日
本

独
自
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
産
業
だ
と
著
者
は
言

う
。
確
か
に
、
例
え
ば
伝
統
あ
る
イ
ギ
リ
ス

の
競
馬
は
、
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
う
民

間
団
体
の
主
催
。
日
本
中
央
競
馬
会
（
Ｊ
Ｒ

Ａ
）
と
い
う
特
殊
法
人
や
、
自
治
体
が
主
催

す
る
日
本
の「
公
営
競
技
」は
異
彩
を
放
つ
。

公
営
競
技
は
地
方
財
政
危
機
の
突
破
の
た

め
に
生
ま
れ
、「
戦
後
復
興
」
の
中
で
急
成

長
す
る
。
や
が
て
「
ガ
ラ
の
悪
い
オ
ッ
サ
ン

の
バ
ク
チ
」
と
し
て
白
眼
視
さ
れ
、
低
成
長

時
代
に
入
る
や
、
当
初
は
も
て
は
や
さ
れ
た

自
治
体
財
政
の
救
世
主
は
、
一
転
し
て
「
お

荷
物
」
に
転
落
。
も
は
や
命
運
は
尽
き
た
か

と
思
い
き
や
、
コ
ロ
ナ
の
巣
ご
も
り
需
要
と

ネ
ッ
ト
投
票
で
Ｖ
字
回
復
を
見
る
。
そ
ん
な

浮
き
沈
み
の
激
し
い
公
営
競
技
の
「
バ
ク
チ

人
生
」
の
歴
史
を
、
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。

実
は
真
面
目
な
学
術
書
。
地
方
財
政
、
政

治
な
ど
へ
の
確
か
な
知
識
に
裏
付
け

ら
れ
た
良
書
だ
。
著
者
は
、
農
業
経

済
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
。
世

に
レ
ー
ス
好
き
は
多
い
と
言
え
ど
、

公
営
競
技
4
種
目
す
べ
て
に
精
通
す

る
者
は
少
な
い
。

「
た
だ
者
」
で
は
な
い
と
見
た
。

「
公
営
競
技
史
」

古
林
栄
一

真
面
目
に
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
論
ず

角川新書
1，000円＋税
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